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上
関
原
子
力
発
電
所
建
設 

計
画
に
関
す
る
意
見
書

　

提
出
者
：
豊
田
勲
議
員

�

他
６
名

　

本
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
地
震
と
津
波
に

よ
り
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
は
大
事
故
に
至
っ
た
。

「
日
本
の
原
発
は
安
全
で
あ

る
」
と
の
前
提
で
進
め
ら
れ

て
き
た
が
、
福
島
原
発
事
故

は
半
径
30
㎞
以
上
の
範
囲
の

住
民
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ

せ
、
健
康
・
生
活
・
教
育
文

化
の
破
壊
を
招
い
て
い
る
。

　

瀬
戸
内
海
で
原
発
事
故
が

発
生
す
れ
ば
、
周
辺
地
域
は

も
と
よ
り
瀬
戸
内
海
に
面
す

る
地
域
の
住
民
の
生
命
・
社

会
・
経
済
・
文
化
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

次
の
こ
と
を
要
望
す
る
。

１　

原
発
の
安
全
性
が
確
立

し
て
い
な
い
現
在
、
上
関
原

発
を
は
じ
め
、
新
設
及
び
増

設
計
画
す
べ
て
中
止
す
る
こ

と
。

２　

福
島
原
発
事
故
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
原
発
の
新
安
全

基
準
を
つ
く
り
、
現
存
の
原

発
を
総
点
検
し
危
機
管
理
を

強
化
す
る
こ
と
。

３　

原
子
力
行
政
を
見
直

し
、
独
立
し
た
監
視
機
関
を

創
設
す
る
こ
と
。

４　

原
発
依
存
の
電
力
政
策

を
見
直
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
計
画
的
に
転
換
す
る
こ

と
。

発
議
２
号

◎ 

せ
ら
ひ
が
し
小
学
校
雨
水
排
出

に
よ
る
被
害
防
止
に
関
す
る
陳

情

　
　

世
羅
町
川
尻
１
９
４
２
‐
１

�

板
橋　

文
夫　

ほ
か
10
名

◎
障
害
者
支
援
制
度
創
り
の
陳
情

　
　

身
体
障
害
者
代
表

　

�

黒
木　

一
文　

ほ
か
54
名

■
採
択
と
な
っ
た
も
の

◎ 

世
羅
町
全
町
農
業
公
園
化
構
想
に
伴
う
「
せ
ら
に
し
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
横
の
圃
場
グ
ラ
ン
ド
」
有
効
利
用
に
係
わ
る
要
望

�

　

世
羅
町
商
工
会
青
年
部　

部
長　

高
橋　

久
時　

継
続
審
査
の
意
見

①
施
工
後
の
維
持
管
理
費
な
ど
が
不
明

②
費
用
が
か
か
ら
な
い
利
活
用
方
法
の
提
案

③
施
設
整
備
の
詳
細

以
上
、
引
き
続
き
調
査
す
る
。

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

上
関
原
発
の
中
止
を
発
議

　　　
　
　

永
田　

関
西
に
お
い

て
、
こ
れ
以
外
に
も

原
発
が
あ
る
が
。

　
　
　

豊
田　

こ
の
周
辺
に

は
、
断
層
が
走
っ
て

お
り
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

福
島
と
同
じ
よ
う
に
な
り
、

都
市
機
能
、
産
業
経
済
に
多

大
な
影
響
が
あ
る
。
上
関
に

こ
だ
わ
る
必
要
が
な
い
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
。

　
　
　

福
田
豪　

電
力
の
３

割
は
原
発
に
依
存
し

て
い
る
。
一
気
に
中
止
と
い

う
の
は
、
性
急
す
ぎ
な
い

か
。

　
　
　

豊
田　

新
し
く
新
設

又
は
増
設
す
る
も
の

に
限
っ
て
い
る
。
現
在
54
基

の
内
17
基
し
か
動
い
て
な
い

が
停
電
は
な
い
。
原
子
力
以

外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す

べ
き
予
算
が
必
要
。

質　

疑

QＡ

QＡ

皆さん
からの

タウンセンター横　圃場グラウンド視察
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平成23年度議会報告会の意見

開催
日 開催場所 主な意見や課題等

参加者数
男 女 計

5 　／　25

せ ら に し
タウンセンター

議会発言は、品位を重んじ要点を簡潔に。小国バイパスの完
成は。公共下水道の投資効果を考えているか。ソーラー発電
システムの補助金増を。

7 2 9人

山 福 田 自 治
セ ン タ ー

議員定数・報酬については議会から諮問案を出しては。タウ
ンセンターの方向性は。公共下水道と合併浄化槽の格差是正
を。溝熊・大仙地区の上水道接続は。

10 1 11人

津 名 自 治
セ ン タ ー

高齢化率45％の集落で展望はない実態把握を。歳入歳出か
ら人件費17％は高すぎる。行政の根幹は税にあり、税務課
の廃止は慎重な判断を。イノシシの対策強化が緊急課題。

6 1 7人

5 　／　26

大 見 自 治
セ ン タ ー

各委員会のテレビ放映と一般質問の重複調整を。有害鳥獣の
駆除班の強化を。町内の小中学校に地元の教員採用を。防犯
灯のＬＥＤ化と設置個所の検討。

9 0 9人

津 久 志 自 治
セ ン タ ー

今後のプール管理・監視は課題がある。高齢者にデマンドの
土・日曜の運行を。廃校舎の早期利活用を。野積み堆肥の対
応は。議員の質問不明で長い。

11 3 14人

西 大 田 自 治
セ ン タ ー

重永本線の早期着工を。廃校舎を民俗資料館に。ふれあい棟
の早期利用を。青水の県道改良（陳情済み）の状況は。野積
み堆肥の処分は誰がするのか。

13 2 15人

黒 川 自 治
セ ン タ ー

旅行村の今後の指定管理の方向性と、小動物を飼育している
が、管理はどうか。三次市への公共交通アクセスを早急に。
廃校舎の利用に文化・芸術の拠点施設を。

6 1 7人

5 　／　27
せ ら 文 化
セ ン タ ー

参加者が少なく同じ顔ぶれ。議員と町民の間が広いのでは。
議員の定数は減に。工場の倒産があった。定住対策を重点
に。議員は議決だけでなく、チェック機能の向上を。

10 0 10人

5 　／　30

甲 山 自 治
セ ン タ ー

役場退職者の再就職状況は。ごみ処理事業は入札制度に。野
積み堆肥は最後まで議会で監視を。人口減少にあり、議員定
数の議論を。

14 1 15人

宇 津 戸 自 治
セ ン タ ー

議員発議・修正をしてほしい。議員の質問内容が不明であ
る。簡単・明瞭に。宇津戸地区に上水道を。太陽光発電の有
利な買い取り料金を国に要望を。

8 1 9人

伊 尾 自 治
セ ン タ ー

廃校舎の利活用の早期決着と耐震工事を。合併槽利用者に助
成を。過疎・人口減少で空き家対策を。廃校舎の遊具を利用
しているのを見うける。危険だ。

2 0 2人

5 　／　31

中 央 自 治
セ ン タ ー

産業団地の早期取り組みを。野積み堆肥の処理は。東上原中
原線は。空き家の定住策は。廃屋の危険建物の処方は。下水
道と合併槽料金は公平か。

13 1 14人

東自治センター
今は定住対策が一番だ。傍聴に資料がない。生涯学習は教育
委員会が所管である。ケーブルＴＶでテロップで説明を。議
会中継をケーブルＴＶで見ていると恥ずかしい状況がある。

4 5 9人

合　　計 113 18 131人

時間はいずれも19：30～　

○
報
告
会
の
進
め
方
は
、
議
会
か
ら

　

平
素
の
議
会
活
動
の
報
告
を
し
て
、

　

そ
の
後
に
意
見
交
換
。

○
意
見
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
当
日

　

こ
の
場
で
答
え
ら
れ
る
も
の
は
答

　

え
る
。

　

即
答
で
き
な
い
も
の
は
、
持
ち
帰

り
後
日
回
答
す
る
。

　

回
答
は
、
各
自
治
セ
ン
タ
ー
に
送

付
す
る
。

○
町
行
政
に
関
す
る
こ
と
は
、
と
り

ま
と
め
て
町
長
に
報
告
す
る
。

意見交換会（大見会場）
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